
～グローバルに活躍できる人材育成のための英語による分野横断型教育～

2年次後期からは、自身の専門分野に合わせたテーラーメード型カリキュラム
により、水圏統合科学、応用動植物科学、食品科学、分子農学生命科学と
いった幅広い専門分野の講義や実験実習を履修します。これにより、生物生産
学に必要な学識と技術を広く習得するとともに、特定の専門分野の担当教員と
密に議論を重ねながら卒業研究に取り組みます。その過程を通して、自ら課題
を発見し、解決策を導き出し、その成果を英語で発信する能力を養います。
さらに、海外協定校からの交換留学生向けに開講される専門講義の受講や、

海外協定校で実施される講義・実習・課題研究に参加することで、海外でも通
用する実践的な力を育みます。

生物生産学部

本プログラムでは、全学提供の英語による教養教育科
目や外国語を履修し、生物生産学部で展開されている
すべての学問分野の基礎を築くだけでなく、国際的に活
躍できる語学力を身に付けます。

海外での実習風景

専門講義風景

乗船実習（海洋生物同定作業）

乗船実習（講義風景）

課題研究風景


